
14:00～17:30
オンライン併催

会 場
鳥取大学地域学部5階5160教室
（鳥取市湖山町南4-101）

３/1３ 土

野田邦弘・小泉元宏・竹内潔・家中茂編著
『アートがひらく地域のこれから─クリエイティビティを
生かす社会へ』（ミネルヴァ書房、2020年）出版記念

地域経済論の視点からローカル
志向時代を展望する

大阪市立大学准教授
松永桂子

空き屋の有効活用など空間論か
ら考える地方の未来像

まちづくり活動家・研究者
大谷悠

鳥取から考えるゼロエミッションへ
の道のり

千葉商科大学准教授
田中信一郎
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申込・問合

氏名、（所属）、住所（市町村）、メールアドレス、来
場かオンラインかを明記しメールでお申し込みくだ
さい。オンライン希望者には後日URLを送ります

（宛先）tottoricreative@gmail.com

2011年ドイツのライプツィ
ヒでNPO「日本の家」を設
立。以来空き家・空き地
で活動中。著書に『都市
の〈隙間〉からまちをつく
ろう』

国会議員政策秘書、内
閣官房、長野県等を経
て現職。専門は公共政
策。著書に『信州はエネ
ルギーシフトする』（築
地書館）がある。

専門は地域経済論。島
根県立大学教員を経て
現職。島根は第二のふる
さとです。著書『ローカル
志向の時代』『創造的地
域社会』。

コロナ対策
200人超の大教室を会場に定
員の半数先着100名で実施し
ます（オンラインは別途）

主 催
鳥取大学地域学部
地域とクリエイティビティ研究会

参加無料




